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０.はじめに 

 私たちは「離島の過疎化問題」をテーマに、離島の活性化につながるアイデアを提案

させていただきます。当日はお世話になります。よろしくお願いします。 

 

１.研究の背景 

( a )日本の過疎化 

 現在、地域の人口減少といった過疎化が問題視されている。日本の過疎市町村は全市

町村の約 4 割にまで上る。この問題は、地方都市の過疎化に注目が集まりがちである。 

( b )離島の過疎化 

 離島の過疎化問題は、地方都市の問題と比べ、あまり世間から認知されていない。し

かし離島の過疎化問題は深刻化しており、現在の有人離島の少なさからも、この問題の

重用さ・緊急さがうかがえる。 

( c )領土問題 

 漁業や石油などの天然資源を掘る活動を自由に行うことのできる排他的経済水域は、

離島の存在によって現在の広域が保たれている。この海域は地熱発電といった新たな資

源・エネルギーの開発といった大きな可能性も有している。各島に人が住むことには、

密航・密輸などの犯罪防止機能がある。このように日本の経済において、大切な役割を

担う離島の過疎化で人口が減少すると、離島は有人離島から無人島へと変わってしまう。

無人島になれば、近隣諸国から領土・領海が狙われる問題にも発展しかねない。 

 

２.研究の目的 

離島は密航や密輸などの国益の維持拡大のために必要であり、無人化が進むと世界から

狙われやすくなる。そこで、離島の過疎化を防ぐためのプランを提案する。 

 

３.研究の流れ 

( a )離島の過疎化の現状分析 

・離島の人口は昭和 30 年から平成 22 年度までに 5 割以上減少している。この先も減

少し続け、さらに深刻化する見通し 

・離島全体の高齢者比率も平成２年から平成 22 年度の 20 年間で 19.4％～35.3％上昇

し、今後も離島の高齢化は急速に進むことが予想される 

・限界集落とされる有人離島は 106 島あり、これは全体の約３島に１島の割合にあた

る 
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( b )現在の対策 

  政府が離島地域と本土との生活格差をなくす対策として離島振興法を行っており、

毎年約 1000 億円もの投資が港湾整備や土木事業を中心にされてきた。しかし、本来の

目的である有人離島の人口減少を止めることはでなかったため、無人化が進んでいる。

近年、対策の取り組み方が変わり、産業への投資に動きつつある。 

 

( c )アイデアプラン 

 一時定住者という形で島の存在を知ってもらうプランと、離島に興味を持った人に対

して定住化までの行動を支援するプランの 2 つを提案。 

 

４.アイデアの内容 

ターゲットは若者(20～40 代)と学生（高校生・大学生） 

 

人間の行動の特性として、認知⇒理解⇒態度⇒行動の流れがある。 

このことから、まずは離島の存在を知ってもらう必要がある。そこで、１つ目の提案

として、一時定住を増やすことを目的としたプランがある。この案は、高校生に対し修

学旅行、大学生に向けてインターンシップや体験ツアーなどを行い、島の存在を知って

もらうと同時に、島ならではの良さを理解してもらう狙いがある。 

次に、二つ目の提案として考えたのは、一時定住の経験を通して島に対し好意的な態

度・意識を持った人が、実際に移住に向けて行動に移せるようなアイデアである。具体

的な内容としては、移住希望者に対し、離島の自治体とハローワークが連携をして仕事

の提供を行う。またＮＰＯが主体となり、移住希望者に長期的に働いてもらうことを条

件に交通費を安くし、そして空き家の提供を行うことで生活への不安を解消していくプ

ランである。 

これら２つのアイデアを行うことで本土からの Iターン者が増え、離島の過疎化を防

ぎ、活性化に繋がると考えた。 

 

 


